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井 戸 紀 子

昭和63年に初めて2 年生で生活科を体験した子どもたちが3 年生に

進級する3 月に,「先生, どうして生活科は3 年生以上にはないの? 」

と聞かれた。私は不用意に,「こんな楽しい教科だもの, そのうちき

っと6 年生や中学生にもできるよ。」と答えた。教室内の子どもは,

「ほんと! 指切りしてね」と瞳を輝かせた。この子どもたちは, 教師

と共に相当な日数をかけて木造校舎の跡地を堀り, 牛糞を入れたりし

て『生活科広場』を作り, ちっぼけな葉っぱの元にできた赤かぶを見ては感動したり, お

祭りの凖備に必要な教材をスーパーマーケットに買いに出かけるときなど,[ 頭がくるっ

ちゃう程うれしい] と飛びはねたりしたものであった。私自身も試行錯誤の生活科であっ

たが, 彼等の活動や表現も実に不器用と言えるものであった。しかし,6 年生を卒業する

まで「わたしたちは初代生活科だ」と, 常に誇りをもっていた。

生活科の活動も1 年ごとに子どものものとなってきたある年の春, 実に管畦に富んだ髪

型と学生服の裏地やボタンをギラギラさせた6,7 名の男子生徒が小学校を訪ねてきた。

その生徒たちは中学校の卒業式を終えたばかりの,紛れもない初代生活科の一団であった。

彼等のいでたちに驚きながらも,2 年生の頃の楽しい思い出に花をさかせていたとき, 突

然「先生, 覚えているか。僕等は, もう中学校を卒業したっていうのに生活科なんか出来

なかったじゃないかコ「指切りしたこと覚えているか? 針千本飮んでくれよな。」と意外

な言葉を発し, ポケットに入れていた小指を私の目の前に突き出したのだ。この日までず

っと教師と子どものたわいない会話としてすっかり忘れていた言葉を, この子どもたちは

心の底に残し, 中学校生活をどんな風に送っていたのか。そう思うと私は胸が熱くなった。

やっと「総合的な学習」の産声が聞ける年がきて, 当学会の名称にも「・総合的学習」

という6 文字が入った。生活科とは異なった誕生のしかたではあろうが「子どもひとりひ

とり」の心を大切にし, それぞれの子どもがそれぞれの存在感を表す教育には相違ない。

初代生活科の子どもと教師のように, 総合的な学習を始める児童・生徒や教師も, テー

マの見つけ方, 課題追究のし方, その表現等は不器用で時間のかかるものであるに違いな

い。しかし「生活科の歴史」が少しずつ出来てきたように,[ 一人一人の児童・生徒・そ

して学校の総合的な学習の歴史] がゆっくり醸成されることを願っている。
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